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ガ
イ
病
院
（
ｏ
員
の
国
○
の
冒
邑
）
は
、
書
籍
商
・
出
版
業
者
で

あ
っ
た
ト
マ
ス
・
ガ
イ
（
弓
９
日
固
の
⑦
畠
》
岳
造
‐
弓
隠
）
の
慈
善
の

精
神
と
巨
万
の
私
財
に
よ
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
サ
ザ
ー
ク
⑦
○
匡
吾
‐

葛
閂
ご
に
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

病
院
は
、
一
七
二
一
年
に
発
案
計
画
さ
れ
、
一
七
二
六
年
に
完
成

を
み
た
。

ト
マ
ス
・
ガ
イ
は
、
廉
価
版
の
聖
書
と
祈
祷
書
の
出
版
に
よ
り

成
功
を
治
め
、
そ
の
利
益
を
さ
ら
に
国
債
と
株
式
に
投
資
し
、
莫

大
な
富
を
築
い
た
事
業
家
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
幼
少
時
に
父
親
を

失
い
、
苦
労
の
末
に
大
成
し
た
の
で
、
慈
善
事
業
に
殊
の
ほ
か
関

心
を
寄
せ
、
収
益
の
多
く
を
様
々
な
慈
善
事
業
に
寄
附
し
た
博
愛

主
義
者
で
も
あ
っ
た
。

一
七
○
四
年
、
ガ
イ
は
、
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
の
内
科
医
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ミ
ー
ド
（
四
局
目
己
冨
①
且
》
扇
認
‐
弓
望
）
と
親
交
が

42

ガ
イ
病
院
の
創
設
に
つ
い
て柳

澤
波
香

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
の
理
事
と
な
っ
た
。

千
ポ
ン
ド
を
寄
附
し
て
三
つ
の
新
病
棟
を
完
成
さ
せ
た
。

一
七
二
○
年
、
株
式
相
場
で
莫
大
な
利
益
を
得
た
ト
マ
ス
・
ガ

イ
は
、
こ
の
巨
富
を
、
年
来
の
構
想
で
あ
っ
た
新
し
い
病
院
の
設

立
に
充
て
よ
う
と
決
意
し
た
。
一
七
二
一
年
、
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス

病
院
の
隣
地
を
取
得
し
、
病
院
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。
ガ
イ
は
、

不
治
の
病
の
患
者
を
収
容
す
る
た
め
に
、
新
し
い
病
院
を
セ
ン

ト
・
ト
マ
ス
病
院
の
隣
に
設
立
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
当

時
、
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
な
ど
で
は
、
不
治
の
病
の
患
者
の
入

院
は
許
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
入
院
中
に
不
治
で
あ
る

と
診
断
さ
れ
た
患
者
も
退
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
、
患
者
数
の
増
大
に
病
院
が
対
処
し
き
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
同
一
病
院
へ
の
再
入
院
も
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
快
復
の
見
込
み
も
生
活
へ
の
希
望
も
無
い
ま
ま
に
、
入
院
を

拒
ま
れ
て
悲
嘆
に
暮
れ
る
貧
し
く
病
め
る
患
者
に
深
く
心
を
痛

め
、
ガ
イ
は
不
治
の
病
者
の
ケ
ア
の
必
要
性
を
認
識
し
、
病
院
の

創
設
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
一
八
世
紀
前
半
に
設
立
さ
れ

た
他
の
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
が
既
存
の
建
物
を
転
用
、

改
装
し
て
設
立
さ
れ
た
の
に
対
し
、
こ
の
病
院
は
ロ
ン
ド
ン
で
初
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し
か
し
な
が
ら
、
ガ
イ
病
院
は
、
多
数
の
症
例
、
ス
タ
ッ
フ
の

充
実
に
よ
り
、
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
と
の
連
携
を
保
ち
な
が

ら
、
十
八
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
臨
床
医
学
の
興
隆
に
大
い
に
寄

与
し
た
。
内
科
医
ミ
ー
ド
は
ガ
イ
の
没
後
も
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
の

内
科
医
を
務
め
つ
つ
、
ガ
イ
病
院
で
も
週
二
日
回
診
を
行
な
い
、

両
病
院
は
医
学
教
育
の
現
場
で
も
あ
っ
た
。

め
て
病
院
と
し
て
の
用
途
を
考
慮
し
て
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
設
計

さ
れ
た
建
造
物
で
あ
っ
た
。

一
七
二
四
年
、
ガ
イ
は
病
院
開
院
を
見
る
こ
と
な
く
八
○
歳
で

没
し
た
。
彼
の
功
績
を
称
え
て
病
院
は
ガ
イ
病
院
と
名
付
け
ら

れ
、
遺
言
に
従
い
、
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
の
九
名
の
理
事
を
中

心
と
し
て
完
成
し
た
。
ガ
イ
は
遺
言
の
中
で
、
受
入
患
者
数
、
病

院
理
事
会
お
よ
び
役
員
会
の
業
務
分
掌
、
権
限
、
構
成
員
数
と
任

期
、
改
選
等
に
関
し
て
細
か
な
規
定
を
行
な
っ
て
い
た
。
病
院
の

運
営
が
円
滑
に
進
展
す
る
よ
う
に
配
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。

ガ
イ
病
院
は
一
七
二
六
年
、
六
○
床
で
開
院
し
た
。
設
立
直
後

か
ら
患
者
数
は
急
増
し
た
。
病
院
創
設
の
理
念
は
、
不
治
の
病
に

悩
む
患
者
の
収
容
で
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
ガ
イ
病
院
は
一
般
病
院

と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

一
九
九
三
年
四
月
、
英
国
政
府
の
医
療
行
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
ガ
イ
病
院
と
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
は
統
合
さ
れ
、
⑦
ご
）
⑱

四
目
聾
弓
９
日
閉
》
国
○
名
岸
巴
ｚ
国
の
弓
昌
降
と
な
っ
た
。
現
在

で
は
七
千
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
年
間
七
十
五
万
人
の
患
者
の
診
療
に

携
わ
っ
て
い
る
。

統
合
後
も
ガ
イ
病
院
は
設
立
当
初
と
同
じ
場
所
に
あ
り
、
現
在

で
も
一
八
世
紀
当
時
の
建
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
書
籍
商

の
強
い
意
思
と
私
財
を
以
っ
て
創
設
さ
れ
た
病
院
は
、
英
国
有
数

の
病
院
と
し
て
機
能
し
、
ロ
ン
ド
ン
市
民
に
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
続
け
て
い
る
。

（
津
田
塾
大
学
）


